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『貨幣の「新」世界史』
カビール・セガール 著
小坂 恵理 訳
早川書房 刊

『徳川幕府の資金繰り』
安藤 優一郎 著 
彩図社 刊

『お札に登場した偉人
たち21人』
河合 敦 著
あすなろ書房 刊

　私たちは、なぜお金に
翻
ほ ん ろ う

弄されるのでしょう
か。モノの売り買いや貯
める以外の価値とは。
ウォール街の投資銀行
家である著者が、日本を
含む25カ国以上を取材
し、さまざまな角度から

「お金」の魔力と未来の
姿に迫ります。

　直轄の土地と鉱山を
手にし、日本一の資産家
となった徳川家でした
が、増え続ける支出によ
りやがて財政難に。年貢
の徴収方法を見直した
り、頻繁な貨幣の改

かいちゅう

鋳を
繰り返すなど、徳川幕府
が資金繰りに奔走した
歴史を明らかにします。

　明治14年に日本で初
めての肖像入り紙幣に採
用された神

じ ん ぐ う

功皇后から、
二千円札に描かれた紫
式部、実業家としては初
の肖像となる渋沢栄一ま
で、紙幣に描かれる人物
はどのような業績を残し
たのかが楽しく分かりま
す。

　7月3日、いよいよ千円、五千円、一万円札
の新紙幣が発行されます。世界初の3Dホロ
グラムや、誰にでも分かりやすいユニバーサ
ルデザインなど、新たな技術に期待が高まり
ます。一方で、旧紙幣を手に、以前の改刷につ
いて、しみじみと思い返している人も多いの
ではないでしょうか。この機会に、お金の歩
んできた歴史に触れてみませんか？

おはなし会（絵本などの読み聞かせ）
毎週水曜日 10時30分～11時(対象：0歳～2歳)
毎週土曜日 10時30分～11時(対象：幼児～小学生)

 Vol.215  新紙幣発行によせて

おすすめの本を
読んでみよう!!

図書館だより　☎22-0002
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台
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友
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。

7月の移動図書館「きらり号」
古川
地域 3日㈬・17日㈬ 9:45～10:30 清滝地区公民館

松山
地域    

5日㈮・19日㈮ 9:50～10:35 松山駅前区集会所  
11:10～11:55 下伊場野水辺の楽校駐車場

12日㈮・26日㈮ 9:50～10:35 松山公民館
三本木
地域 5日㈮・19日㈮ 13:40～14:25 三本木総合支所駐車場

14:50～15:40 南谷地集会所

鹿島台
地域   12日㈮・26日㈮

11:05～12:05 鹿島台総合支所駐車場
13:25～14:25 鹿島台公民館
14:55～15:25 旧鹿島台第二小学校

岩出山
地域

3日㈬・17日㈬
11:00～11:45 真山地区公民館
13:40～14:25 有備館の森公園駐車場
14:50～15:35 ウジエスーパー岩出山店

10日㈬・24日㈬
13:30～14:15 あ・ら・伊達な道の駅
14:45～15:30 スーパーセンタートラスト
　　　　　　　  岩出山店

鳴子
温泉
地域   

11日㈭・25日㈭
10:40～11:25 鬼首地区公民館
13:05～13:50 中山コミュニティセンター
14:15～15:00 湯めぐり駐車場

10日㈬・24日㈬ 10:10～10:55 鳴子総合支所駐車場
11:20～12:05 川渡地区公民館

田尻
地域 9日㈫・23日㈫

10:35～11:35 大貫地区公民館
13:05～14:00 沼部公民館
14:25～15:20 ウジエスーパー田尻店

※悪天候などの事情で、運行を中止・変更する場合があります。

　デジタル戦略課に所属している「ちおこ（地域お
こし協力隊）」の橋元です。
　地域デジタル活用支援が主な活動で、4月に着任
してからは、隊員の活動をそばで見て学び、活動す
るための準備を進めてきました。
　ちおこ着任前は、東京でパソコン・スマホ教室の
インストラクターをしていましたが、その経験か
ら、デジタル機器の使い方を上達させるために重
要なのは「自分なりの楽しみ方を見つけること」だ
と考えています。
　市民の皆さんがパソコンやスマホなどを活用し
たデジタルライフを楽しめる手伝いをするため、
現在は市民団体からの相談を
受け付ける「出張!デジタルな
んでも相談」という活動を行っ
ています。活動に関する詳細
は、ぜひI

イ ン ス タ グ ラ ム

nstagramを見てくだ
さい。

問 政策課地方創生担当 ☎23-2129

一緒にデジタルライフを楽しみませんか!

Vol.14

問 環境保全課環境保全担当 ☎23-6074

みんなでみんなでエコエコっぺ！っぺ！
～やってみよう「エコ活」～～やってみよう「エコ活」～

～Vol.13 「マイボトルを持ち歩こう」～
　皆さんは、ペットボトルがどれくらい使われてい
るか知っていますか？
　令和3年度の日本国内の清涼飲料ペットボトル
出荷本数は241億本で、一人当たりに換算すると、
1年間に200本近く使われています。
　ペットボトルをリサイクルした場合に比べて、マ
イボトルを繰り返し使った場合は、CO₂排出量を約
88パーセントも削減できます。マイボトルを使うこ
とで、資源の消費とCO₂の排出を減らすことができ
ます。
　最近では、マイタンブラーにドリンクを入れてく
れるカフェや商業施設など
で給水スポットを設けてい
るのをよく見かけます。市役
所本庁舎1階市民交流エリ
アの観光・地域産業PRコー
ナーにも給水スポットがあ
りますので、利用してくださ
い。 大崎市・東京都台東区姉妹都市提携大崎市・東京都台東区姉妹都市提携

40周年記念式典・交流会が開催されました40周年記念式典・交流会が開催されました
　5月27日に東京都台東区内において、「大崎市・東
京都台東区姉妹都市提携40周年記念式典・交流会」
が盛大に行われました。
　大崎市から、市民訪問団23人を含む45人が式典
および交流会へ参加し、台東区からの出席者44人と
合わせて総勢89人で交流を深めました。
　式典では相互に記念品の交換を行い、大崎市から
は「鳴子こけし二段重ね雛

び な

」を、台東区からは「四分ノ
一縮尺 伊達政宗公兜

かぶと

」が贈られ、同様に大崎市議会
からは「漆絵『森のささやき』」、台東区議会からは「江
戸風鈴『風神・雷神』」が贈られました。
　これまでの40年間の交流の歴史を振り返るとと
もに、次なる10年に向けて、相互に交流し、絆を深め
ていくことを再確認する機会となりました。

広報おおさき　令和 6年 7月号広報おおさき　令和 6年 7月号広報おおさき　2024年 7月号広報おおさき　2024年 7月号 18181919
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